
　本文に掲載されている用語の説明です。

「掲載箇所」に記載されている内容は以下のとおりです。

単語 解　　　　　説 掲載箇所

アウトリーチ（訪問支援）
支援が必要であるにも関わらず届いていない人に対し、行政や支援機関などが積極的に働きかけ、
情報や支援等を提供すること。

挑戦6(1)
挑戦7
13-1
15-1
15-2
16-1

アドバンスト・エッセン
シャルワーカー

製造、物流、医療、介護、農業など、社会を支える現場で、AIやデジタル技術、省力化設備等を活用
しながら高度な技能を発揮する人材のこと。2040年に向けた人材不足への対応の観点から注目され
ている。

14-6

アドボケイト 対象者の心に寄り添い、権利を擁護し、意見を代弁する意見表明支援員のこと。
挑戦6(1)
15-3

移行期医療
小児科を受診している小児慢性特定疾患対象児や医療的ケア児が、16歳以上となった後、疾患に応
じて適切な成人診療科を受診できるよう、支援や体制整備などを行う医療のこと。

2-1

医療的ケア
学校や在宅等の日常生活で必要なたんの吸引・経管栄養・気管切開部の衛生管理等の医療行為のこ
と。

2-4
13-2
14-3

色落ちアラート
色が抜けて商品価値が低下する黒ノリの色落ち被害を軽減するため、ＩＣＴブイで観測した海の環
境データから色落ちの危険性を地区別に３段階で予測し、漁業者に注意喚起や早期収獲を促す仕組
み。

6-3

インクルーシブ教育システ
ム

障がいのある子どもと障がいのない子どもが同じ場で共に学ぶことを追求するとともに、個別の教
育的ニーズのある幼児児童生徒に対して、自立と社会参加を見据えて、その時点で教育的ニーズに
最も的確に応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕組みを整備すること。

14-3

インバウンド
「外から中に入ってくる」という意味。観光分野においては、外国人が旅行を目的に日本を訪問す
ることあるいは訪日外国人旅行者のこと。

第1章
挑戦3
1-2
5-1
5-2
6-1
9-4

美し国
日本書紀（巻六　垂仁天皇二十五年三月の条）に天照大神が伊勢国は美しい良い国でこの国にいた
いと表現した言葉として記されている。
現在では派生し三重県全域を美化する表現として用いられている。

第1章
第2章
行政運営1
第5章

海業
海や漁村の地域資源の価値や魅力を活用する事業であって、国内外からの多様なニーズに応えるこ
とにより、地域のにぎわいや所得と雇用を生み出すことが期待される取組。

第1章
6-3

エコフィード
食品残さ等を有効活用した飼料のこと。環境に優しい（ecological）や節約する（economical）等を意
味するエコ（eco）と飼料を意味するフィード（feed）を合せた造語。

6-1

エシカル消費
地域の活性化や雇用などを含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費行動のこと。（上記事項に
配慮された商品やサービスを選択して購入すること。）

3-3

オープンデータ
自治体や研究機関などが保有する誰もが入手可能で、利用料やライセンスの制限がなく、データの
加工や譲渡が認められているデータやコンテンツのこと。

挑戦5
1-3
10-2

温室効果ガス
大気中に含まれる二酸化炭素やメタンガスなどの総称であり、大気中の濃度が増加することで、地
球温暖化をもたらす。

第1章
4-1
4-2
11-3

　第○章（番号）　　：　各章に掲載されています。
　挑戦○（番号） 　  ：　第２章の該当する番号の７つの挑戦に掲載されています。
　○ー○（番号）　   ：　第３章の各施策に掲載されています。
　行政運営○（番号）：　第４章の該当する番号の行政運営の取組に掲載されています。
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用語説明

367



単語 解　　　　　説 掲載箇所

カーボンニュートラル
温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体
としてゼロにする、カーボンニュートラルをめざすことを宣言。

挑戦4
4-2
6-2
7-2
7-3
11-3
行政運営1

外国人支援コーディネー
ター

生活上の困りごとを抱える外国人を適切な支援につないで解決に導く専門人材。国（出入国在留管
理庁）が外国人との共生社会の実現に向けて、地方自治体等において外国人からの相談対応に従事
する職員を対象に、令和6年度から養成に取り組んでいる。

挑戦7
12-3

ガストロノミーツーリズム
その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地
の食文化に触れる旅。

挑戦3
5-1

感染症発生動向調査システ
ム

感染症のまん延を防止することを目的に、感染症に関する情報の収集、発生状況および動向の把
握、解析を行い、県民、医療・学校関係者等への情報提供および公開を行うためのシステム。

2-2

木づかい
毎日の生活に木製品を取り入れるだけで誰でも手軽に始められる活動のこと。木を知り・木を使
い・木を活かし・森を育むことで地球環境への「気づかい」につなげる取組。

6-2

「木づかい宣言」事業者登
録制度

県産材を積極的かつ計画的に使用していくことなどを自ら宣言した事業者や店舗等を「木づかい宣
言」事業者として登録し、広く県民に周知することで、事業者参加の木づかい運動を推進していく
制度。

6-2

キャリア教育
一人ひとりの社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身につけることをとおし
て、社会の中で役割を果たしながら自分らしい生き方を実現していくことを促す教育。

第1章
挑戦6(2)
14-2
14-3

救命救急センター
脳卒中や急性心筋梗塞、重度の外傷・熱傷等の複数の診療科にわたる重篤な救急患者を、24時間体
制で受け入れる三次救急医療施設のこと。

2-1

狭隘化 きょうあいか。面積などが狭くゆとりがないこと。
3-1
14-3

強じん

しなやかで強いこと。また、柔軟でねばり強いこと。三重県の総合計画では「強さ」については、
自然災害や感染症など県民の命や暮らしを脅かすリスクへしっかりと対応すること、「しなやか
さ」については、変化の激しい社会にあってもタイミングを逸することなく、柔軟に対応して三重
県の発展につなげていく、という２つの意味を込めている。

第1章
第2章
第3章
行政運営1
第5章

共同受注窓口
就労継続支援事業所等で働く障がい者の工賃引き上げと受注の拡大を図るため、共同して受注、品
質管理等を行う仕組み。

13-2

グローカル
グローバル（global）とローカル（local）からの造語。国境を越えた地球規模の視野と、草の根の地
域の視点で、さまざまな問題を捉えていこうとする考え方。

7-4
14-2

光化学スモッグ
大気中の窒素酸化物や炭化水素が太陽光の紫外線によって光化学反応を起こし、生成する有害物質
等が高濃度となって空中に滞留し、白くもやがかかったような状態になること。健康への影響が知
られている。

4-4

公共ライドシェア
バスやタクシー事業による輸送手段の確保が困難な地域において、市町村やＮＰＯ法人等が自家用
車を用いて有償で提供する運送サービス。

第1章
11-2

高収益型畜産連携体
畜産経営体を核として、耕種農家や関連産業、異業種等が３者以上連携（行政等の支援組織は除
く）して、生産コストの低減や畜産物のブランド化等によって収益力の向上および雇用の創出等を
めざす連携体。

6-1

子どもアドボカシー 立場が弱い子どもの声を聴き、子どもの立場に立って、子どもの思いを代弁すること。
挑戦6(2)
14-4

か行
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単語 解　　　　　説 掲載箇所

サプライチェーン
商品が消費者に届くまでの「原料調達」に始まり「製造」「在庫管理」「物流」「販売」等を通じ
て消費者の手元に届くまでの一連の流れのこと。

挑戦4
7-2

三倍体マガキ 人為的に産卵しにくくしたマガキ。へい死率が低く、身入りが良いとされている。 6-3

周産期母子医療センター
周産期の母体・胎児・新生児に生じる突発的な事態に、24時間体制で対応する緊急医療施設。産
科・新生児科のほかに、内科・外科・精神科などが連携して医療を行う。

2-1

情報モラル 情報社会で適正に活動するために必要な考え方や態度。
挑戦6(2)
14-4

スクールカウンセラー
児童生徒の心の悩みに対応することを目的とする専門家の総称。精神科医のほか、公認心理師、臨
床心理士、学校心理士等があり、児童生徒へのカウンセリングや教職員および保護者に対する助
言・援助を行う。

14-4
14-5

スクールソーシャルワー
カー

教育機関を活動の場とする福祉事業（ソーシャルワーク）従事者。主に、生徒や児童の立場から、
問題解決ができる環境づくりを推進することを旨とする。

14-4
14-5

スタートアップ
まだ誰も取り組んだことがない新しいビジネスを一から開始し急成長している事業や企業のこと。
ただ目新しいというだけでなく社会に価値をもたらすことを目的とする事業内容であることも挙げ
られる。

第1章
挑戦5
6-2
7-1
7-3
10-1

総合型地域スポーツクラブ
子どもから高齢者まで、誰でも気軽に多種目のスポーツを楽しむことができるよう、地域の人たち
が主体的に運営するスポーツクラブ。

16-3

ソーシャルスキルトレーニ
ング

社会の中で他者と交わり、共に生活していくために必要な能力を身につけるための訓練。
挑戦6(2)
14-2

空飛ぶクルマ
電動垂直離発着型無操縦者航空機（eVTOL）を指し、電気により自動で空を飛び、垂直離着陸が可能
な、飛行機とドローンの間に位置する新しいモビリティ。

挑戦5
10-1

ターゲティング広告
ユーザーの属性（年齢、性別、地域など）や行動履歴（ウェブサイトの閲覧履歴、購入履歴、検索
キーワードなど）などの情報を元に、特定のユーザーに広告を配信する手法。

3-1

脱炭素 地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの排出量をゼロにすること。

第1章
挑戦4
4-1
4-2
7-3
11-1

地域学校協働活動
幅広い地域住民や企業・団体等の参画により、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えると
ともに、「学校を核とした地域づくり」をめざして、地域と学校が相互にパートナーとして連携・
協働して行うさまざまな活動。

14-6

地域ケア会議
地域包括支援センター等が、介護・医療関係者、民生委員等を参集し、個別ケースの支援内容の検
討を行うとともに、この検討を通じて、高齢者に対する自立支援に資するケアマネジメントの実践
力を高め、多職種協働によるネットワークの構築、地域課題の把握等を行う会議のこと。

2-3

さ行
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単語 解　　　　　説 掲載箇所

地域計画
農業経営基盤強化促進法に位置付けられた計画で、地域における農業の将来の在り方や農用地等の
効率的かつ総合的な利用に関する目標等について、地域の区や集落等での話し合いに基づき市町が
定める計画。

6-1

地域限定保育士制度
通常の保育士試験で必要な実技試験に替えて、一定時間以上の実技講習により保育士資格を取得で
き、登録後３年間は受験した自治体のみで保育士として働くことができる制度。
令和７年１０月に改正児童福祉法が施行され、全国どこでも実施可能となった。

挑戦7
15-2

地域とともにある学校づく
りサポーター

県教育委員会が委嘱した、コミュニティ・スクールの導入や運営に関して実践に基づく知見を有す
る地域住民や元校長。

14-6

地域包括ケア
高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、医療、介護、予防、住まい、
生活支援サービスを切れ目なく提供する包括的な支援。

2-1
2-3

地域包括支援センター
高齢者の地域生活を支援するため、介護や介護予防のほか、保健・医療・福祉、権利擁護、虐待防
止などさまざまな問題に対して、総合的な相談およびマネジメントを担う地域包括ケアの中核機
関。各市町または市町から委託された社会福祉法人等が設置運営を行う。

2-3

デジタルコンテンツ デジタル化された静止画や動画、音声、文字などの情報やデータの総称。
1-2
4-1

デジタルデバイド
インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格
差。

10-1

都市計画区域マスタープラ
ン

都市計画法第６条の２の規定に基づく「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」が正式な名称
であり、都道府県が当該都市計画区域を対象として、広域的見地から、都市計画の目標や区域区分
の決定の有無、主要な都市計画の決定方針等を定めるもの。

11-3

認知症ＩＴスクリーニング
認知症初期診断にＩＴツールを活用し、かかりつけ医から依頼を受けた三重大学医学部附属病院認
知症センターが、職員を派遣して患者の検査を行い、そのデータを大学の認知症専門医が判断し
て、かかりつけ医に結果を返す仕組みのこと。

2-3

認知症希望大使
厚生労働省では、認知症の人からの発信の機会が増えるよう、認知症本人の方を「認知症希望大
使」として任命している。また、全国それぞれの地域でも、発信の機会を拡大することを目的とし
て、都道府県ごとに「認知症希望大使」を設置することを目指している。

2-3

ネクストハイスクール構想

文部科学省が示した「「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）」(令和８年２月13
日）のこと。社会や産業構造の変化を踏まえ、2040年を見据えた新たな高等学校教育の在り方を示
すもの。これを踏まえ、高校生の学びをより豊かにするため、都道府県における地域の実情に応じ
た創意工夫ある取組の充実を図ることとし、国として強力に後押しを行う。

14-6

ネットパトロール インターネット上にあるウェブサイトを巡回し、犯罪などの有害な情報を見つけ出すこと。 14-4

農業ジョブトレーナー
障がい者の適性を理解した上で、障がい者と農業者をつなぎ、農業分野において障がい者が働きや
すくなるように支援する人材のこと。

13-2

農福連携
農林水産業に障がい者が就労することで、農林水産業分野と福祉分野の両方の課題を解決する取
組。

13-2

パーソナルバリアフリー
旅行者が行きたいところ、楽しみたいことを実現するために、旅行者一人ひとりの状況に合わせて
対応すること。

挑戦3
5-1

ピアサポーター
同じ症状や悩みを持ち、同じような立場にある仲間が、自身の体験を語ることなどで、回復を支援
するサポーターのこと。

挑戦7
15-4

非構造部材
柱、梁、床等の構造設計の主な対象となる部材以外の天井材、内壁（内装材）、外壁（外装材）、
照明器具、設備機器、窓ガラス、家具等。

14-6

ファムトリップ
観光誘客を促進するため、海外の旅行会社、メディア、インフルエンサーなどに現地を視察しても
らうツアーのこと。

挑戦3
5-2

な行
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単語 解　　　　　説 掲載箇所

フォスタリング
里親のリクルート及びアセスメント、里親登録前後及び委託後における里親に対する研修、子ども
と里親家庭のマッチング、未委託期間中及び委託解除後のフォローを含む里親養育への支援等、質
の高い里親養育などを行うこと。

挑戦6(1)
15-3

プライマリ・ケア 身近にあって、何でも相談にのってくれる総合的な医療のこと。 2-1

プラチナナース 定年前後の看護職員のこと。 2-1

フレイル
加齢に伴い体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状態。健康と要介護の中間に位置
し、そのまま放置しておくと要介護状態になる可能性がある。

2-4

プレコンセプションケア
性別を問わず、性や健康に関する正しい知識を身に付け、妊娠・出産を含めたライフデザイン（将
来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行うよう促すもの。

挑戦7
15-4

ポータルサイト インターネットの入り口または玄関口に相当するウェブサイト。

挑戦6(2)
挑戦7
8-1
12-2
14-4
15-1
行政運営１
第5章

マイスター・ハイスクール
事業

文部科学省が、令和６年度から「マイスター・ハイスクール普及促進事業」として実施した事業。
令和８年度は事業化されておらず、事実上終了している。専門高校と地域の産業界、大学等が連携
し、地域産業を担う専門人材の育成を進める国の事業。

14-2

みえ次世代育成応援ネット
ワーク

「子どもの育ちや子育て家庭を社会全体で支える」という趣旨に共感した、地域の企業や子育て支
援に取り組んでいる団体で結成するネットワークのこと。

挑戦6(1)
15-1

「みえ地物一番の日」キャ
ンペーン

県産食材を一番に優先するという思いを込め、県産食材に親しむ機会を増やし地産地消を進めるた
めの県独自キャンペーン。家庭の日である毎月第３日曜日とその前日を「みえ地物一番の日」と
し、協賛事業者がPRを展開している。

6-1

みえスタディ・チェック
学習指導要領をふまえ、三重県が重点的に実施している学力向上策の一つ。知識等の活用を中心と
した問題を通じて、学習内容の定着状況を把握し、子どもたちが主体的に学習に取り組む意欲や、
各学校における授業改善、子どもたち一人ひとりに応じた指導の充実等を促進する取組。

14-1

みえ版フレキシブル高校
生徒が全日制課程の高校に在籍しながら、連携する県内の定時制・通信制課程で修得した単位を卒
業単位として認定できる、新しいタイプの全日制高校。

14-6

三重とこわか健康経営カン
パニー

従業員の健康保持・増進の取組が、将来的に収益性等を高める投資であるとの考えの下、健康管理
を経営的視点から考え、戦略的に実践する「健康経営®」に取り組んでいるとして、県が認定を行っ
た県内に所在する事業所又は店舗等。
※「健康経営®」は、ＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。

2-4

三重とこわか県民健康会議

「誰もが健康的に暮らせる“とこわかの三重”」の実現に向け、企業、関係機関・団体、市町等が
連携し、健康無関心層を含む全ての県民が継続的に健康づくりに取り組む気運の醸成を図り、県民
自らが主体的に取り組む健康づくりや企業等における健康経営の取組を推進するために組織された
活動体。

2-4

三重とこわか食環境イニシ
アチブ

県民の栄養課題を解決するため、産学官等が連携・協働し「県民の皆さんが無理なく健康になれる
食環境づくり」を展開する会議体。食品関連事業者やメディア等の参画事業者と行政等が連携して
食品の開発、売り場の工夫、情報発信等を行うことで健康的な食品を選択しやすくするなど、個人
の努力だけでなく社会全体で健康づくりをサポートするような食環境の実現をめざしている。

2-4

みえ漁師Seeds
時間や場所にとらわれず、漁業就業希望者が事前に十分な知識を得た上で漁師塾等に参加できるよ
う、県内漁業紹介動画や座学講座等をオンラインで配信する仕組み。

6-3

森業
森林浴や健康・観光・教育等の様々な分野で森林空間を活用した体験サービスの提供等、木材供給
にとどまらない森林の多面的な価値を見い出し、より多くの人が森林に携わる取組。

第1章
6-2

ま行
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ヤングケアラー 家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者。
挑戦6(1)
15-1

ユニバーサルデザイン
「すべての人のためのデザイン」を意味し、障がいの有無や年齢、性別等にかかわらず、最初から
できるだけ多くの人が利用可能であるように施設、製品、制度等をデザインすること。

挑戦6(1)
13-1

立地適正化計画
都市再生特別措置法にもとづき、居住機能や福祉・商業等の都市機能を誘導するエリアを定め、コ
ンパクトなまちづくりを進めるための計画。

挑戦7
11-3

漁師塾
若者などの水産業への就業・就労を促進するため、漁業技術の研修等を通じて人材育成や就業支援
を行う育成機関。

6-3

レジリエンス教育
つまずきや失敗、思うようにいかない状況をしなやかに受け止め適応し、立ち直り、回復する力を
高め、育む取組。

挑戦6(2)
14-4

レセプト
診療（調剤）報酬明細書のこと。患者が受けた診療に対して医療機関が保険者に請求する明細書の
ことで、診療内容や処方した薬の費用等が記載されている。

2-3

レッドデータブック 絶滅のおそれのある野生動植物種をリストアップし、現状及び保護対策をまとめた報告書。 4-3

レップ
「代理人」という意味。外国人観光客を誘致するため、海外現地で自治体や事業者の営業代理とし
て情報収集や海外旅行会社へのセールス等のプロモーションを行う事業者のこと。

挑戦3
5-2
5-3

ワーケーション
「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワークを活用
し、働きながら休暇をとる過ごし方。

11-3

ら行

わ行

や行
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ＡＩ
Artificial Intelligenceの略。人間の思考プロセスと同じような形で動作するプログラム全般、あるいは
人間が知的と感じる情報処理・技術全般。

第1章
挑戦5
挑戦6(1)
挑戦6(2)
挑戦7
3-1
4-3
9-2
10-1
11-1
14-2
14-5
14-6
15-1
15-3
15-4
行政運営6
第5章

ＢＣＰ Business Continuity Planの略。災害や事故などの緊急事態における企業や団体の事業継続計画。

第1章
挑戦2
1-1
7-1
13-1

ＢＰ
by passの略。ある地域を迂回させて通過交通がその地域を通らないようにするための道路のこと
で、多くの場合、その地域に出発地または目的地をもつ地域間交通を円滑に分散し、または導入す
る役割も果たすもの。

11-1

ＣＢＴ
 Computer Based Testing の略。コンピュータやタブレット端末を用いて実施するテスト方式のこ
と。文部科学省では、CBTシステム（MEXCBT：メクビット）を整備し、児童生徒の全国学力・学習
状況調査等で活用を進めている。採点や集計の効率化、即時の結果分析が可能となる。

14-1

ＣＬＭ（Check List in Mie）
幼稚園・認定こども園・保育所に通う発達障がい児等の行動等を観察し、「個別の指導計画」を作
成するために、県立子ども心身発達医療センター（旧小児心療センターあすなろ学園）が開発した
アセスメントツール。

15-1

ＤＨＥＡＴ（ディーヒー
ト）

災害時健康危機管理支援チーム（Disaster Health Emergency Assistance Team）の略。災害が発生し
た際に、被災都道府県の保健医療福祉調整本部及び被災都道府県等の保健所が行う、被災地方公共
団体の保健医療行政の指揮調整機能等を応援するため、専門的な研修・訓練を受けた都道府県等の
職員により構成する応援派遣チーム。

1-1

ＤＭＡＴ（ディーマット）
災害派遣医療チーム（Disaster Medical Assistance Team）の略。災害急性期に活動できる機動性を
持ったトレーニングを受けた医療チーム。

1-1

ＤＶ
Domestic Violenceの略。一般的には、配偶者や恋人など親密な関係にある又はあった者からの暴力又
はこれに準じる心身に有害な影響を及ぼす言動を指す。

12-2

ＤＷＡＴ（ディーワット）
災害派遣福祉チーム（Disaster Welfare Assistance Team）の略。災害時に避難所で生活する高齢者や
障がい者等の福祉ニーズに対応するため、福祉専門職等で構成されるチームのこと。

13-1

ＤＸ
Digital Transformationの略。デジタルを活用することにより、時間短縮や付加価値の向上を実現し、
「暮らし」や「しごと」をより良いものにすること。

第1章
挑戦4
挑戦5
挑戦7
1-1
2-1
3-3
4-2
6-2
10-1
10-2
13-2
14-2
行政運営2
行政運営5
行政運営6
行政運営7
第5章

ｅＬ－ＱＲ（エルキュー
アール）

地方税統一QRコード※。地方税の納付書に印字される統一規格（QRコード※）のこと。金融機関に
加え、お支払いサイトでのクレジットカード払い・ネットバンキング、スマートフォン決済アプリ
での読取納付に対応し、令和８年９月以降は、地方税以外の公金においても利用が可能。

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標

行政運営4

ＡＢＣ（アルファベット）
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ＦＳ
Feasibility Studyの略。ビジネス用語で「実現可能性調査」を意味し、企業が新規事業や新商品、新
サービス等を始めようとする際に、事業計画の妥当性、採算性等の観点から事業性を評価し、実施
の可否等を判断するために行う調査・検討のこと。

挑戦4
7-2

ＨＡＣＣＰ

危害分析重要管理点（Hazard Analysis and Critical Control Point）の略。食品の製造において、施設の
清掃や食品取扱者の衛生管理等の一般衛生管理に加え、製造の工程ごとに微生物や異物混入の危害
があるか分析し、管理することで食品の安全性を高め、食中毒等の被害を未然に防ぐ衛生管理方
法。

3-4

ＭＩＣＥ
企業等の会議(Meeting)、企業等が行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）(Incentive Travel)、国
際機関・団体、学会等が行う国際会議(Convention)、展示会・見本市・イベント(Exhibition/Event)の
頭文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称のこと。

挑戦3
5-2

ＯＴＡ Online Travel Agentの略。インターネット上で取引を行う旅行会社。
挑戦3
5-2

Ｐａｒｋ－ＰＦＩ手法

平成29年の都市公園法改正により新たに設けられた、飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に
資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から生ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の
一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修等を一体的に行う者を、公募により選定
する「公募設置管理制度」のこと。

11-3

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐
欺

ＳＮＳ型投資詐欺：投資すれば利益が得られるものと誤信させ、投資アプリ等に誘導するなどし、
虚偽の利益を表示する方法などにより心理的な安心感を与え、投資金名目やその利益の出金手数料
名目などで金銭等をだまし取るもの。
ＳＮＳ型ロマンス詐欺：恋愛感情や親近感を抱かせながら投資に誘導し、投資金名目やその利益の
出金手数料名目などで金銭等をだまし取るもの、また、恋愛感情や親近感を抱かせながら架空の事
実を口実とし、交際の継続等を前提とした各種名目で金銭等をだまし取るもの。

3-1

ＳＴＥＡＭ学習
科学(Science)、技術(Technology)、工学(Engineering)、リベラルアーツ・教養(Arts)、数学
(Mathematics)等の学習を、実社会での課題解決に生かしていくための教科横断的な学習のこと。探
究的な学習活動（課題の設定→情報の収集→整理分析→まとめ・表現）のひとつ。

挑戦6(2)
14-2

ＳＤＧｓ
持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）。
平成27（2015）年9月の国連サミットで採択された2030アジェンダにおける2030年までに達成すべ
き国際社会全体の開発目標。

行政運営1

Ｕターン
生まれ育った故郷から進学や就職を期に都市圏へ移住した後、再び生まれ育った故郷に移住するこ
と。

挑戦7

Ｕ・Ｉターン
生まれ育った故郷から進学や就職を期に都市圏へ移住した後、再び生まれ育った故郷で就職するこ
と（U ターン就職）と、生まれ育った故郷とは別の地域で就職すること（I ターン就職）の総称。

挑戦7
7-3
8-1
行政運営1

ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エ
ネルギー・ハウス）

建物の断熱性能を高め、高効率な設備を導入し、消費するエネルギーを抑えることで「省エネ」を
実現するとともに、太陽光発電などの再生可能エネルギーを創り出す「創エネ」によって、エネル
ギー収支が正味ゼロ以下になることを目指した住まいのこと。

11-3
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